
阪神・淡路大腐災から l0ヶ月その時見たこと惑じたこと

J J 3.JI Q 

雨宮英昭

平成7年l月 I7日未明突然足こった大馳震はかつて経験したこともない恐怖ど被害を

もたらしました。

大きな揺れが一応治まり家族の無串を確認し、一歩家を出るとそこは正に地獄絵さなが

ら酋葉も出ない有様でした。道を9局てた1占jかいの銭渇は全壊し、大きな太いコンクリ-―

｝の煙突が北に倒れ件宅二9原が全壊しており、頭から出血した近所のおはさんが邪嗅を

せず残ったマンション0)入nに倒れており、隣接する文化住宅は2棟共全壊。中から間

こえる叫ぴ声に唯おろおろするだけの自分がt肖けなくなりました。 1到壊家腔の中に入る

にも余震が続き救出にも逆具は家庭用の通具箱の中にある鋸一つI:＿いう状態でした。

あちらこちらで救出が始まり救援を呼ぶ為思い出して自宅に房り、ハンディ機を持ち出

し二99のペランダからメインで呼びかけましたが、そこには何も無かったような日常の

交信が飛ぴ交う状況で非常通信が出せる状況ではありませんでした。

一度、場所は分かりませんが応笛してもらい住所を聞かれ喜び地名番地を答えようとし

ましたが、残念ながら無変9周の為使用出来ず本当に悔しいおもいでチャンネルを変え Iヽ

ライしましたが結果駄目でした。

この時程自分の無JJさを惑じた串はありませんでしたC とにかく人手が欲しかったので

すし多くの）、たちが目の前で象の下敷きになって[UIんでいるのに人手が足りず又追具ら

しい道具も無く一休どうすれば良いRか正に茫然自失の状態でした。

この時我家の訴くに地区の会館がありますが、ここにでも緊急時の達具でもあればとつ

くづく忠いました。地域にすこしずつでも緊急時の食料、医薬品、等似常時保管が可

能ではないかと思いましたc とにかく据、ハール、等が地城の決められた場所にあれば

と思いましたが道呉が無いため自動単のジャッキも使いましたが結果駄目でした。

震災の翌日石油液化ガスd)ガス涌れの発生による緊急避91で 13時問因適2号紘より1l」

への避難をしました。

この時携帯ラジオで袖害の範圃が非棺に広範囲で阪神間が壊液状態である事が辟しく判

哺しました。

当時人阪府卜堺市に勤めのため一人で生活をしていた長男が連絡もとれず状況合知らせ

る哀もで存ず本当に困りよした。

当人もテレピで死亡記事ばかりを探していたと後日言っておりました。

公l別の寒空に一日避難をしているIlii、ある雑9志記者が近づき）父々家族に対し被害状況、

今なにが必要かどうして欲しいか色々聞かれましたが、まずこちらからは9位に向かって

も情報の発信が出来ないイライラを訴えました。幸い家族無串に追99しているにもかか

わらず知らせる串も出来ずこの時も持っていたハンディ檄が恨めしく思ったもので几

当時ラジオからは安否情報と酋う番組が常に流れていましたが、こ0)放送を肘lく度1こ腹

））たしく思ったのは、ラジオでいくら熊事であれば硝話をして下さいと呼びかけをされ

ても避難者は何も出来ず、電話を使い無串を放送局に知らせる車が可能であれば直接家

族肉親に連格をするのにとパ）］パカしく愁いました。



避91をしている当車者は一刻も早く無串を家族、親戚友人、知人に知らせたい気持ち

が有りながら「']•も出来ず本当に辛いおもいで過こしたことでしょう。

この車は雑誌の記者にも百いましたが理解出来ないようでした。今おもえば避難先から

この場所で誰と誰が無車滸薙していると侑報の発信ができ、これが公共の苗波に乗り広

く情報を知らせることが可能｀てあればと思います。

その後荏かN且1く衛星放送でブランダのある町の SO[!話ヤいうシステムの紹介があり

ましたc 偶然その番組をみてこの方法が日本で今lEIの農災のように危険を避け避雌をし

なければならない場合、うまくつかうことが出来るのではと思いました。

オランタは海面より低い国上に埋9/jで海水の流入を防いでいるため、時として住民の避

難と言うケースもあり、こうした場合安全な地域に避慇した後、地汀放送局に連絡し誰

がどの湯所に無事避難しているか、又危険隙所に取り残された人々の救出の侑報を広く

知らせる為に地元放送局に対し、電話を使い情報の提供をするやり方です。

今回の阪神·淡沌）＜袋災の場合数多くの避99者が学校·公民舘~地域0集会所その他多

くの施設に分散し避難しま曹9 たが、おそらくそ0入人逹の多くは一刻も早く速く雌れて住

む家族・親戚~知人~友人に無罪避99 していることを知らせたかったのではなかったで

しょうか。

日本には日本アマチュア無棟連盟という立派な紐徽も有り、今回の震災時にも素"'らし

いJ1串をされたと聞いており、多くの人達がポラ 9 テIアとして永く活動された事も承

知しておりますが、篭話も不涌になりこのような車態こそ無線を使い怜報をそれぞれの

避難所から無車達9Eされている人々の住所·氏名を埃約 19地元放送局~テレピ局に迎絡

その惜報を公共の笛波で広い範囲1こ伝達出来ればと思いました。

勿詮このような単を実能するには怯律ヒ問題があるかもしれませんが、これこそがまさ

に安否19報だと思いました u

常に非常時に対しての組線を作っておかないとこんな場合機能しないかもしれません

がこうして緊急時の紺織が奉前にあれば自分 lo'どの部門を受け持つかすぐに対応出来た

かもしれません3 残念ながら私19人としては今回の店災で1到壊家屋から人々の救出につ

とめましたが無紐をする一人として何も出来ずこれで良かったのかと今も思っていますc

呵をどう'"けはよいのか全く分かりませんでした。私のような体験の無い者は、冥災後

JOt月経った今も、もっと何かが出来たのではと今も思っていますc

眠後に、今回の阻災に各方面より寄せられ店した多くの人々の菩意に心から碓ll礼申し」こ

げます」本当に有難うアざいました。
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＊生活’I射阻マップ作成活動 1問宕，営禁時間苔9919報収銀I

＊車9奇了等の搬送支援活動 1全国広域目悪チ1アキャプど速接）

＊第阪呆klと特別局総続願い

＊社協の活肋報告

広城災害時の防災体刊とアマチュア無綜

＊地域防災活動との関わり

＊非常時の初期活酌とアマチュア無綿・消報I懸英手段
＊非常i9倍網

叶アマチュア諏ぽでの通／郡[l練 1尼拍市）也品／諏を合叫Il純）

＊情報伝達通信肖ll練 1防災の日・ rイポール会）
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8

0

2

4

7

 

.• 

-
．
-
］

1

2

2

3

3

3

 

―

―

―

―

―

-

t

i

-

1

9

1

3

5

g

g

2

8

4

e

8

 

1
-

］

1

1

1

2

9

3

3

3

3

 

4 0 -4 J 

4 2-44 

4 5 

4 8 -5 2 

月3 E6 

57-53 

阪神・淡路大陛災(/)当じ記録

*JQ3NVK II1FF 幸雄 5 9 -6 0 

*JQ3TYL 三村 昭一 3 1-6,1 
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*JL3FRF 上原美代子 6 7 -6 8 

*JJ3M:.J「 岡野 仲伸 6 g -7 Cl 
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報告昔

基地局名

コー1し＇Jイン：

遥用期閻

運用場所

運用＿11本

設定周波数

通侶方法

阪神・淡路大譲災に於11る災害救援活動報告奮

9|1中幸址 JQ3NVI< 

1 0959 9絨7年71125[1

i660 尼崎「h大混 J-12-2 

「[L0 6 4 1 9 680 8 

災害復艇支援局 西宮「h現地事務所

（災害救援特別局）

巳 ~J3AMF<

1 9 9 5年 2月12日～ 4月15日

腹災救援社協合同本部、西宮市現地扇務所（布訂福祉会館 4F) 

F丁Z-「M愛好会及び一般支援アマチュア／但殿局

同時に ,JJ3YUA、大庄消防甜1線タラブも問設

王に 4 3 B ・ 7?OMH7 F 3 

)100MIIZ F3 1202. 04i!I, JP3YDI,!甜11100しt-9-

宰領過信）う式 基lil濃S18J3AMRJ ガ移動局を統括りる

9肌忌4,JIIり局を一hi/U"＇しをしが1 、 11り月JJ〖地月を附 UIIII，重位をりる りり月月机文gu9拇弓釘）川を甘t』Itり

：切月iで0判tりるm,りIIでさE(FTZ-[ A)上9こ一jij1Uっ"bl[[9L[5"月911，てもt)

参加局数 • 西宮市現lIh事務所ボランティア登録数 55局 II!l支援局多数

也宮市現JI)瀕務所組秘

大阪府社会糊祉協議会 （迎営）

,-v、コーデイネー(Iヽ

- （一代9|ij}丁｛？没HIl¥??Ii位も眸蒻I

＇―-館内避難者救謀

＇ー物資担当

福祉会館 1（］ 当

•一相談 J-i mij 

ー炊き出し0環挫 ＿ 

ー 物資 の窓ロ一 ―--

- 1竺，―こL 二：：担当一•--j
(8,J3AMRI 

移送ボラこた「イア

“と山 ＂●は H以"'""・止うし9や云 9

9マil99綜関連9化

アマチュア無線局は上記の組織内で活動レた。
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遥用目的 ァぐチュア月11線同運用哀主』的こせ可、一般；ドランテ、(9'といこ

西宮11,現地事務所IC登録。 腹災廂lu支援活動の中で9'マチ 1ア

通信を活用弓るものとりる。

是ll国の役1,• 1)アぐうュアint線家のポjンテー（ア、登録受1寸け

1)アマチュ万無粽担当の活動目的はどの説明

3)外に出ている、各ポランティア、及u-＿殷アマチコアiIlし綜局ガらの

情報を事務所担当に連絡、検討、対応

4) 切曰、アマチ」ア無綜担当の活動報告書（胆げ—り記人、作成りる。

現地平務断頁 I•i者に提出。 (19.01)9Cじ）

5) 2 1時よりの合leJミーティノグに9」1祁、一日の活動報告と明自の

活動計画を礼表可る。

6)不法局のJ非除l迂、 JARしのガイダンス、アナウンスもあリま可i/

もめはい様に、しかも、 Idaきりと協力を婆諸可合

llJ/¥FlL関係局との応対

0）一日の、棠務終了後、報告書を ,JA3Yl)L/31こ’I-AX送信n,,

活動内容 1)社協戦俣及U一般ポランティアとタイアップ、市内情報収集活屈，jこ

市囚全域の通信連絡網の確立 （一〖 9?) ］ 9 闘尉より闘 1附1)

2)/」1規模避難所の現地実態調査、不定物資訓査、信送と虹達

釦Iくランテ-（ア移送用マイク［コパス源行及び）しート案内

身陣者、通院時の車運転代わ及てj)しート案内

4)市内胚）ど問店状況詞面とマッ・1作成

5)社協職員によるt1]肉一斉調査時0)）しート案内と後乃支援

6)全固広域目黒チ tア、・「ヤプを走らせる会（）l紅うンティ9)との

ダイアップで 運転代行とJしート案内 （i|冷人")Iii罪帥ilil

I)自転車の点検及び整備 （；1{う）i，91沿訃lし蘭軋，ii1091B) 

8)弓1つ越し1て伝い 11-9―I、翌刊` i|堪減91：紐紐猜雌岱、 1廿示）

尚、 4月1[-1以後は、移送ポランティア支援活動ガ主となる

以上が主な活動で召。
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8 J 3 AMR 西宮現地事務所 活凱内容

下記の活動の中でアマチュア無線を活用しました

2月 l2日（日） 森災吉救援特9]II屑 BJ 
I 

'AMR 西宮現JIり事務所開局

令不足物没の調査及び帷送配達

砂規1如避9詞叫立餡潤哨

2月 19日（水） I,ヤ甲子園町で急思が生生，アマチュアJ!!1線で移勁中の局に応援を求

2月:::::木） I二'J::;「；但9足復腿支援局と称す

2月 >811 （土） 六1史秘菜が必9i!•アマ無線で災99 あり， 9 9チ局より薬あり，すぐIし，

，，と応答，提 III• いただ<

森蔽災活の方々の生栢状況調函，アマi環祐／n
氾卜に老人の方々に話しかけ，話をよく 1県いてあ IJ'る必要を惑じる

2月 190 (n) 1＊一般ポランティアの方より蛍業風呂屋潤査／衣t19により調森連絡す

＊アマ無糾ボランティアにふる一斉視地詞査（避船所外の避難者の問

査）

2月20旧げ" I 心-，•イクロパス姐9 転手（大型）提供依栢 1こより， 2ゴリアより月1lI}

つけてくれた局が運転する

9ゞ逍雌されている人たちの状況1疇 1こアマ無船を活111，効果的である

2月 22日 （水） 1沢ア・マ9訊1911ランティアグル・・・プ， 1月主活彫」も店め活動となる

げ 11村19i店などのIIn1,S状況閥査

＇ゞ・-四／お声が 91迎凱の検討

2月 21日 1金）． I斉ア・マ糾諒ボランティアグループの集めた商店状況デ・ータ，約II方

怯叫紅tと99991!「Ill始！マップ作り）

]々 1830ごろから西釦IT・ 序底市1'，祖．，非常11Wl9狐 C)退／り1冑刷叫共

2 J•1 25 ll （土） I'這 I罰広域目 RIチェアキャプを先らせる会（移送ポランティア 1会

艮1,1,且 噂 尻 ア マ無諒とのタイアップIK州［あり

2月26日(「I) Iげ・マ無線ボランティア・グループによ這I庫 I店状況一斉閥泊

女合同 tl会悩1,11協議会』リI.I化一斉脚壺会議IIt!i,；

*Cl 転車点検・粒備開始 1 ボランナ •I 71、'，動で1史/II)

- 3 



2月 29ti （月） l介身陪者よりのIK前m，病院への送り迎え移送ボランティア始よろ

女9t協のチーフの方より，アマ！爵綿の自土活削l1肖報提IIし1虹11される

,t)一ーマ熊腺を通じて」 レンジを條迎したい， 咀器店の1991い合わ Uあり

糾査マノフ＇より連羅喜 1:tれる

2月28日（火） 1令移送ボラ汀ィアのチ，-アキャプのルー）案内のための直路状況

閥査始まる

古兵瓶県支III委員を迎え，今後のr，月動について相談りる

3月 31-l （金） 1 簡疇J,I9調査栗1こ瓜づき，マップ作成

古今後ア・マ熊線ど態災復興を 19のように括Illするか，通Ill法方柏の検

肘

3月 8日（水） I*"脇による夙JII地区現地濶油： 0 ／ 8 A D  R 8 J 3 AI)9J 2局堺I

行

3月 9日（,cl 1,ヤ］9190畑直山口町レビータ (Imym)9嬰用テメト良好

（阪伸福祉センター（山 II町）ルート案内時， 43OMII2 9ifでは交1言

不能のため）

3月 10日（合） I＊今まさに位l)●した家を発見！そして：）公たちは行動を 1111始

（アマ熊緑と社協ボランティアセアマチ＿Lーパ雌糧信による I謬 leJ

告）］II紙）

合活動中の一般ボランティアの方が負傷と叫暉あり，ボランティア

リーダーに迎絡，軽低だった

] ／i l3 H （月） I*移送ポラ/ティアに jる移送サーピ A, I詔 9となる

3月 15日（水） 伐本日をもって西祖現］他車務所，ボランディア組熊が絆散となる

o J 3AMR 畏災復哄支援局は西宮市内 19,JIき継ぎとなる

泄／f] と移送ボランティアの｝レ—―ート案杓が主となる

i)1 1 11 4 H 1日以後も RJ 3AMI澤 Ill希討I, 兵庫支部毘嘩頼

4月 J5n ＊本 Iiをもって 8.)8AM1濯災復料支援局，閉1百Iとなる

以上が主な活動内容です。

8 J 3AMIW猿災救援社協合同本部西官現JI闘事務所のアマチュア無船担当としてみ1J

樅内での活動でした。

` 4 " 



且： r め ？目 12 H開局初日、合同ミーーナイ ’JID席でアマチュア鼎線局

8 J 3 AMRの開局報告と共に、］＇マチコア無線（ D特徴(D一つ

の、一斎通恒（同的に多くの局が間1する、一斉呼び出し、 1因別

呼9j廿］し｝jできる、電話で1よとき紅い連絡手段である）説明と

活用方法等を J(j3丁WQ満園氏の方J;I)脱明、ポランテー（ア

;91 動のお手伝いをさピてくださいとアピ—-JL 。

西宮市現地印務所内の捐巽Iょ）＇マナュア佃線担当として活動

3月3Elふり、始改るも県叫邸）協力で実施される、四宮市内

-—斉調査、詞盃委呉寅任者会議（大阪市中央区で開佃）に山店

アマチュア無諒通信の説明、お手 1云いができることを説明しだ。

市内—・彦剥査時、アマチコア無線が一部お手伝しぽ噂ること刀

できました u

腹災復』翅立援局として一1分役自を達成弓ると共に、西宮市滉1じ

耶務所に来られた全国(I)9Iげしノr （ア 0）ら々に、心のふれあいと

ァマチ，ア無線の可ばらしきさ知っこいただいだど忠い者弓

払たち /j[J0 JAMIこ瑾浬用し•こ、十分 B9内を造成で己／ここと i可

大阪社協ならびに、全国力‘つのポランティアの方々との、迎携と

o 30Mll,CM波さいつも、楽しく運用しているF丁Z-FM 

愛好合各尚 r9 、名アマぅュア 1111 糊局の協力のおかけと感謝し•こいま c) 。

尚、 Clー11日以後は、両宮巾内アマチュアIIR線局が王に俎つL、

移送ポランテ、（アの支援と、 Jしート案内己活躍されましたa

広域災署時の救！炭活動にアマう一：［ア1,11綜を活l1因るに1ば、、酋段から

□ -）]Jし名 1再こ交信I,、連）柊休制づくりと、各公I内1歿関との連携/J

人り）だと代1いまd。

以上

提案と賎望＿ 災害時に、隣接(]))つマテJ?Illt線局が安9器のだめ早急に立ち上がれる

体制の1面立

非路時の、アマチコア無線叶祖通信の必展性（飩）ど9J―—-0) 広報

通常時の、無線連月］の指導 （腿月、雌翻鮎、 JI度』雌料ll19甜）

以」‘
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兵庫県南部地震

被災者の皆さまへ
---

かものを1J9るように心が1jましょう．

証、たくさんの人が避攣国をしな

しばならない埠mなので、できるだけ

⑫殴気を心がけましょう。

-r享生省一

刊などの病気予防 に つ い て

渾の前悛、 1甘便の後には、できるだ

諏罪やウエットティッシュなどによ

令祖諏にするよう心がけましょう。

芯水には、—lサ注磁しましょう。わ

〈やため水は紀肉に飲まないでくださ

9い食べ1奴」、貞べな1ハでください。
-I●生省—~―

ぅンテオア活動の派遺等の照令へ

こついて

会）屑I」l/l01糸者「国即即料Ill也窟．l救

詞対策本部では、次の混J也事拐所で、

者の方々のニーズを伊1い、これに対

るポランティアの即●や、炊き出し、

少足狙幻戸ま•
巾

邸謳9」幽館

巾加也叩幻f
叩 9社会19/1，II:

→ 
前1謳 i岬誂 ー：

占JIIr犀 L会協1止協怒舶

＇窟区での蜘受活励
11且訊！U率お叩

硲老人忠祉•ヒンぶ→

しいことは、下記までお閲い合わせ

さい。
司対釘し図邪

.,中央区中寺 1-• :I.-• 和1

fJ社会1阻諏惑今内

m邑， 0G-96298677
FAX06-762-8470. —I●生省一

がスの二次災害防止について

＂ガスは、二次災巴醐 1•のため1皮9"

旦 L9995平92 9995且9本19619

『:：：：二い丑j●99
内部i沿 9ぼ良宮91姐本999

--

’今週の目本」特別号
• 2 号

→^----・  
を憚認するまでは、紀対にガスを使わ

ないでください。

一貰碩エネルギー王

無料入湯券の配布等について

被災J阻近知幻兵i庫県、ブ＄苅訊奈良阻

の-部旅組のな協力をいただいて、これ

麟旅雌で利用可能な共通細l入屈券の

配印を行っていまL
また、神戸印、 iS宮9諏び芦如l9にお

いては、学該脈誼まCの熊料送迎バスの

運行を行っています。

なお、詳しいことは1咽諷硲知こお問

い合わせください。

連絡和

袖戸市三田宵年会惹ni8,000枚
，,叩705-62•2667

四固l91父m c,o刃即

’"’5ザ198-35-3600
痒屋市役所 (g,000枚

窪話0'/97-38-2099
宝塚市役守 (1,5lJ(J枚I

叩舌0797-71-1141
尼薗91虹ji(1,500即

雷紅釘R•489-6031

一連紺濱ー

火災の再発防止について

披災地においる這、都市ガスなどの

ラ9「フラインの復111にあたっては、名槻
闘が全力で取り1且んています． 9Ii(l9ガス

については、ガス洞れなどによる二次災

菩乞防止に1沼慈しながら、ガス市、平きと

硝切隈醐が逍1J9して探1日n楽を迎めてお
り注す。

窓さも厳しい季節もあり、 l認とった

り、米国をするために、ストープやコソ

n、薪炭等を使うことも多いと屈い放す。

火を図っている間はモのJ局を扉匹ょい、

使い終わったら晒廷に消火するなど火の

坪虚いには-Iづl注滋を払い火災の発生を

防ぐことが固めて大り」てiす。
火災には氣をつけまし」~~う。
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震災叙環社1窃 合向本部四富］双血亨匹所輝罰

輝 7年 2月 9 2日（日躍日） ］ 三
本口の行船廿函 ①サーピスとニーズの需袷料整

＠入浴サービス等のサービスの実的

（目様） ⑪j打社協の地）術活耽体制¢)強化支援

； 

lJl.J也峯務所要員 佐腺・林（大阪府社協）横山（福井県社協）、 JI|iR（豊柄I厨社協）

永積（杉並区社協）、中村（I叩谷1¥i社協）、渡辺（岐阜県社協）、

くめ911（栃木県社協）、森己 （疫知県社協）、神I艮（塩尻市社協）、

北村（滋賀県社協）,111 （大津市社協） 須永（東京都社協）、

綿原・小澤 '(I知方叩J:協）i、）11淵（武生市社協）、中山（伊邪市社

協）、腺木（長野県社協）、東（穫屋JII市ii協）、小林・く門真市社

協）、細JIl（今庄町社協）、神戸（春日井市社協）、日比野（虎知

県社協）、佐甲今社協）、山上（大阪府社協） 以上 25名

新規 70名 1 I 

活勁参加：う冴げ計 18 3名（ 謎続 11 3名 ) I宿泊牒知 2名 Vl咋
,-

[Vコーディネート］ （／11概） 1名 (Vキャプテンリーダーは西1日）

①本E」0)）1セランティアは 1 8 3名、そ0)内新規は70人、継続 Il 3人）

RVの主な活動内官

主 ・外郎派遣 (1J.避難所に22人のV脈遺）

な ，巡匝l防間 (6地区、 56人）

活 •福祉センター・会館の祖浪者教設（消蒋2人、約資32)..、食料炊出6A、自転市

勤 管理2人）

内 ・個別対応（訪問件数 11紆、 35人）

音＇ ・渫援金配分1ぷ援 (9名）

・現地専務"「 (10人）

※ 本日から日本アマチュア無線連盟のVグループ5名飢活勁を開始．現地木

部を甚地周に市内全J~を力｝tーでき、外に出ている Vや一般アマチュア問か

らの情報収集に期待されます． 伽姦コールサイン＝ 8J3AMR]

※ 避雅生括がやや帷ち堵さが出てきている中、避難所から自宅に帰った被災

国者の内避ユ難ー者ズ把救護肛が・求セめンタらーれ］てきて神原おり・、永個捨別・的中対村応・渡か辺ら地・ J(印~川的対(!)応5 が名必要．
食事支紛数＝センター加0k、会館131人、胞設49K近隣⑳K 計476人．＇

①付＝骰災渚の111駿、物資の払U¥、寄阻者の受l1、来館者の窓口応対 52件
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震災詞改虚社l郡合I司 本'.̂il.5

P互巨五”-，1行現l．山頁戸9箔所i舌濯U9辛,.告

［三;年/＿〗［三ll:~j □三□
].活動参／」9［者

社協職員 29人

ポランティア ］68人（新現登録者66名）

2，大阪府社lり

（貢1王者）佐藤 （サプ）森、上Ill、今井

3.主な活勅I人I宵

バー］、及U担当哨

Vご［―-デイネー(Iし

千）9（中消9Jll市）

能に (1剥劉,,市）

三け1i（名古屋市）

西In(Vリ・～ダーー）

乾 (Vリーダーー）

谷'1(Vリーダー）

姐l丈1避誰者救'’

（福祉センター受H)

桜JI（加質呻）

能に（桟即lI市）

臨l1さに人る

・…●『・ ・^...

活勤内容・骰賎等

外部派世 (i1計tB祐'.V派遣 6人）

巡但lPiI:n 1 2地lえ55人

福祉センタ-~・会組の避誰者援牲 3 8人

梱別対応応 1 Of'I 05A 

現地事務所 J 0人

99'，楳 l0人 その他 5人

• V,）ーダーとし心炭IIIIn'）にご尽力いただいた西Illさんが就職i舌

勁のため叫f.後任として乾さん｀谷野さんが新しくリヽーダー

となる．

→9l「しいリーダーとVコーディネーサーとのjT合せを持つ。新し

い 似11]のもと、より 1礼いV訴動に取り対19:！ 

①辿9計者の照会 ②救援物貨の受人、船li ⑪被災者生活の立直

りに叫する諸手統き柑よび収り扱い先叫慰会 ④そのIi殴 11応対

札l9炎 FI•9i l 4 0t牛

•生i99福祉頚金特別貸付叫牛の苦t9及び市に対する苦情が多い。

. jIi社1点の対策フロ～・チャートを受け、 jfi社協とり11也市務所とで

役割分jリを9:J整してほしい 4

ー ］ しさ



（初資）

木谷 (9」"賀市）

内EI（守口市）

立花（枚方「ii)

花田（交町Ii)

直布）

li［村（栃木県）

桃谷（栃木県）

（福祉会館）

前田

(Il9賀•新旭）

辻井 (I]9賀県）

①物賀の困入

骰人衣類、和,.団、哉常、石けん lf'I 

②物如灘Ili

中央公民館缶詰50、みそ汁50、II（コッブouo
高木公民招洗1●バサミ 50

⑪用）91地区へ向けての輯及び仕分け

• Vが寒いということで、物資0J毛布をHIJiをしているい、戻・a

てきたり、戻ってこながったり。

• Vのための毛布 JOO枚、開椙まくら 00個をできれば確保で

きないか．

•お年寄も食べれて、閤県にできるレトルトの「おかゆ」をお顧

いしたし'・
~ー 1~J J~ 

①●J食パン3個、ジャム、パター、牛乳、オレンヅ 1/2

ィ・Fi、サラダ

②昼食豚汁、ゆで玉子、ほうれん草のごまあえ（彦根市社1店）

弁当、お茶

⑪夕食弁当、野菜スープ、 In切虹

・メンバ_,,,の連格の1●底がなされていないため、我けのil分け

でミスがあった"

① 不足物品R袖給 ② 配食の手伝い

◎ 被災者の介助（自宅までの単いず介叫］、カゼ薬の手配、

代表者との連9名）
R朝、タ ゴミを集積培に

・被災者自らしていけるような体制ができないものか．

~•~‘-- 9 -

柑談コーディネショ‘/

反1足（栃木県河内町

片岡（日立市）

宮下（金11{ilj)

森郎（岐阜県）

1 ① 相談依頼919t 28件

行政6 tt居 4 入汁I 2 人t1派逍 5 

情報サーピス 1 D 1切判 1 その他 〇

＠ ディサーピスり1し込み 191: 

⑪ 社協戟貝i/jドI 9件

疇（枚方市） 1④ クリーニング 91,t 

太田（葛生町）新 Vからの情報解決 31、埓話による情報柑決 27  

販嶋（浜松市）新

橘19]（萩棟県）

東「］ （枚方市）新

継続ケースの処理 33、計 9 1 1牛
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炊き出しの訓整

太佐（泉佐野市）

J」11,（水戸市）

・り Eiまでは、遠話応対．二～ズの緊急性により、残狂処理をす

ることができなかった．今日、入訥糾●えたこともあり、未処

理分<D99理を行った．

渭 Eも1暉 1このってもらえると考え、悦みごと相談で雷話して

くるケースが増えた。

・it協翡員が行って、 Vで対応できるか等叫叫如ため地1氏に出

たい。

1 0団体 l 5lll所

1))彦根9廿社協（福祉センター、豚汁500食、巫）

R寝屋19l市t」協（上り1子園中／ぜんざい 100食、閑食）

（酋露園小パ和1800食、昼）

（春隠9Jヽ ／ぜんざい l00食、間食）

⑪東大防99社協（春）瓜公民餡／豚汁100孜、夕）

R’PjI：弘英（浜脇中／野菜いため 100食、昼）

（大社中／野菜いため 100食、昼）

R摂淳商l｛ーイスカウト（平木小／おでん000食、昼）

、第 1団 （よ社なべ600食、夕‘)

R浜坂町社協（広10小／カレーライス、 300食昼）

916BIIトより 9か月「へ 3,600食、本日091整成立件数 3件

•今日はH 躍日なので、各社協からの炊き出しikHI1なし．

炊さ出しメごューがマンネ＇）化してきているので 1かないか．

いつまで炊き出しを続けられるのだろうか、

・炊糾liし頂堵を担当者が見ることも大単．

-- - ～ 9 ------ • 

物貨の窓IJ

小点（却詞i)

河99（名古屋）

対策本部、市社協の物涸係と~の連絡討整

詞頁の搬入 ｝イレJni9臭削、うがい薬 (Hl日庄luより）

子供m衣料、湘乳食等（＂人よ 0)

②物頃Bれを iII談、アマ懇課より個人切渕の依"17件あり

⑪本部宛て1k栢 ，9:［ットティッジュ、 Aaバイプ式ファイル

、自炊のためのカ・ヒットコンロ、ガスボンペ〇希望が多い．

避薙niからの大阻の物演の依頼1こついての対応をどうするか．

jIitt協との連格を反ムーズにする。
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アマ無銚

小中幸 雄

却 ll、1附凶、武1よ／

石9l，、長HI、長B1

山本、李、中村

水谷、中村

惰代・広報

後出（石川県）

古JI:（杵l岡県）

涅芙（鈴鹿市）

~小規模の崩薙1行を刻象とした状1患等0) いI{- 1収紐

・ハンデー憬6台をフル稼勃し、各地の情報を得た。

・いま欲しい物がすぐに開いたので、避難199の方に感謝されたO'

J『当局から「今管9月体制を整えつつあるので、勝手に9hいても

らっては困る」と我賭力9あったc IIiとの別整が必匝。

，｝酋19方1去としては充分活1月で送た b

(jJ各楢情柑"9収集整理

②新旧切り抜きをまとめ、情報 13として1勾9111こ配布

＠広報用チラジの検討

＠西宮Vネットと情報交1如）ありかた1こついて協墳

R現l9弔務間スタッフ1木：怜1図lの検討

改善点／憐考 ①ボランティアの受入れについて｀

連日 150人煎後邸11'冗だ吋 Jに加えて、毎日 3(）人の新規0)

ボヲンティアの受入れをスムーズに行い、活勤をすサめるために

スタッ919にVコーディネーターと Vリーダー0)密接な連悽が今後

必要となる，

各センタ- 4か祈

巡匝I
センター、会館

個）i,j対応

5~10 

50 

4(）～5 0 

ij o~50 

その他 10 

全体の状況による

物資により変勧

，'~ースの数による

②「西宮iii社協をどう援肱できるかJしれが課題だが、それは北 It辻

判でもある．西宮11fや西宮市社協との連格 •9れをはそれぞれの阻当

帥習でも西雑となっている。
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ポ ラ ン デ ィ アのみなさんへ．

3月{5 U （水）をもって、現在のボランティア糾粕を肝散し出す． ] 

ここ、餞災 9文援社協合阻1本祁西宮市現地革務所が設置されて 50日あまりが

す ぎ出 しにこの間、 2000名を奴えるポラン予ィアの方々が、全国各地か

らこの地を訪れ、積柘的なポランティア活勲を投り広 I•)＇てきました，被災され

た方々とボランティアの協力で｀春の肋れとともに 199が元気になってきて い'

す． このこと li、この軍務所に寄せられる 1衣剌件数が Uに日に放少しているこ

とからも寮することができます．

緊急の 9夕援がひと段存し、 1良災された方々が荒気になり illめた状況の下、 3 

月 l 5 日（水）をもっ ·C~ ，襲災救援社協合同本部を中心となって運甘してきた

大1阪府社釦9社協秘位に替わって、兵1原県社会禍社協笥会が活動をすすめるこ

とになりよレた，大阪府社注福 1J．協践会が中心となった活動は 9数19」が目保

でした， しかし、兵庫県社会福社協 9員会は「復烈」を目原とし、 そのためには

地元住民が中心となったポランテ ィア祈動となることを聞っていえ丸

この目揺が梵わったことを第 1の削由に、 これまでのポランティア刹9●を肝散

し吐す．

今回の地裟をきっかけに＇▲ 9I｛ランティア」と 1ヽ う酋莱があちらこちらで間か

れるようになりました， しかし、それと同時に「ポランティアって何」という

疑間を i19もが j剋いたことでしょう，その答えは削tが数えてくれるものでもなく、

自分で見つけるものだと思い立す. '災害に関わるボランティア」はある時期

で 終わりま も しかし、 ＇•福社に 1項わるポランティア 'Iま終わりのない、今 Jj
，出す出す必要とされるものではないでしょうか， 自分の行った活動から、 自分

なりの「ボランティア」をみつけ、永く続けていっていただきたいと思いばす，

現在の状況を理肝していただいた上で、 出す出す活発なボランティア活員りが

騒，） 9六げられますよう判斯い致します．

3月 11日（土）

<Jざランテーイアオご帝19
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、V o;a訂i切 991召そ占

今まさば岬lJ•らとしな家や発見！

そ してご1弘i計羞 t,J;：tテgu9苓云げ'"'台

え"ブ1盆岡0．口三

ゴ1.u.9 嘔年•一

J_¥＃庄I 矢U=F

（ 敦 知 県 社Jr,)

(V・艮"'県）し頓i『)

CV・大成1行池Ill/Ji).

三"''''縣
〒与nJt

ヵ>をブな (V・疵知県当！！月1l1)

I令一戸 (V • Ill賀県911ifIIll) 

3月 10日午後2時50分頃、平で1姐れを氾達迎巾に歩適までどっと10ii999ちている

民家を発見．その19間で多くの人がl19いでおり、その1,・・（・からそ0)家が立さに10iれた1i’

かりで、中に人がいるらしいことがわかった．ただがこ車を脇に止めてl請ー（を見に行く．

近所の人の9'から中におじいさんがIii じ込められていること。そして、足が 1;t さ •K っ

て身9J」さがとれない：IA'1位にあるらしい．＂根、 111防への通報がなされたかどうか1fIImの

人にnilくが、 1;1つさりしたことがわからず、た I£ら9「謡9条で本9919に通恨、オゞ nI9より泣察

消防1こ迎紐してもらう。同時におじいさん以外の人が家の中にいながったかどうか、又

，，，逍9e人が少し可 （。加且を歩い •9 いる人はいなかったが、同店して．

いるおばあさん0)所在が1iっきりわからなかづ,.ある人1，9犬を追出て1月の方へ1牧歩に

出1i111たのを見かけたが、 1吊ってきたかどうかは知らない。どの人に11りいてもし．I-9きり

しなかった。そうこうするうちに、バ Iカー・救即l[• 9ノス＼.,,-隊が到組 ii9‘ら19:、

お砂ざん0)訟l1が行われ、ほとんどゲJJもなく丸胆ドであっ応念0)ため、お1」いさん

は救急東で1月院1こ巡IIItていった．

一方、おばあさんの安否を99が気!•Iがいながらも 1器そうとする人が全くいないため、
私遠が平分けしてJ菜すことに1,1,.2人t.trJtほに残り、 3人は（ひとりはrl［で、 2人は

徒少で） 1荒しにいった．ぁ・らこちJ菜すもながなか見つからず気持ち[;t媒る［よかり・・・

洞部叩砂l可こうに訊9[＇ろ・')'ながら人 9夕が見える叩でおばあさんかどう形）からな

い9H < r←とにした、か切り遠くなのでilmjli らせた。到柑し、浜沿いいI,•

を」Lめると｀ちょうど犬を連れたおばあさんが浜からし力9ってくるIiiだヽ 9た。そこで、

I？さんと瀧1忍。ボInをかいつよんで話し、 jl［にのせて匝ち・Iこ家まで庚り、紺察に2lf9月を

研し我々Ii認叩詞Iさ上げ応

1,Jをやるぺさか9",1，9でき砂）か、分からなかったが、 1IIIl炭で消防祖・ 1l察に涌IllしI

もらうなか、おばあさんが91；叫加している91［を19してほし回ったことが、奇跡的□JJ

かったおじいさんと共じ；汐れしさと充爽感でい道いでL IJIllml1のアマチュア！！！！

9知）スタッフのみなさん、私述を灰えて（れ、［木当にありがとうござい北した。

-I -
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